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(4) 酵素活性の測定:摘出した精巣をホモゲナイズしC4C ] -androstenedioneまたは[3 H ] -progester-
oneを基質とし， NADPH存在下で340C，30分間incubateした。産生ステロイドを抽出し，数回の
ペーパークロマトグラフィで各分画に分け再結晶法により同定した。測定した酵素活性 Cng/testes





下垂体を摘出すると 5α-reductase，17β-ol-dehydrogenase， 17 -hydroxy1aseの3つの活性
は著しく低下した。下垂体摘出後LHを投与すると 5α 一reductase'はまLH:3μg/〆匂/
昇し， LH: 9μg/dayで下垂体摘出時の5倍の最高値に達したo 17β一01-dehydrogenaseと17-





与した。 5α-reductase活'性はLHのみで誘導される活性の約 2倍に上昇したO 逆に， 17 -hydro-
xy1aseはLHのみで誘導される活性の約2分の 1に低下した。 17β-01 -dehydrogenase活性は変化
しなかったO





















り，テストステロンの生合成は減少する O 学位論文として価値あるものと考える O
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